
 

 

登 録 速 報 

 

 

農 薬 名： ベストパートナー１キロ粒剤（登録番号：第 ２２８０６ 号） 

適用拡大登録月日：平成２４年１２月２６日（変更月日：平成２５年１月１１日） 

適用拡大登録内容： 

① 作物名「直播水稲」の適用土壌「壌土～埴土」を「砂壌土～埴土」に変更する。 

また、適用雑草名「ヘラオモダカ」「ヒルムシロ」を追加する。 

② 作物名「移植水稲」の使用時期および適用土壌の表記を改める。 

 

（変更後）全内容 

作 

物 

名 

適用雑草名 使用時期 
適用 

土壌 
使用量 

本剤の 

使用 

回数 

使用 

方法 
適用地帯 

ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝを 

含む農薬の 

総使用回数 

移 

植 

水 

稲 

水田一年生雑草 

及び 

ﾏﾂﾊﾞｲ 

ﾎﾀﾙｲ 

ｳﾘｶﾜ 

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ(北海道を除く) 

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ(北海道、東北) 

ﾋﾙﾑｼﾛ 

ｾﾘ 

ｵﾓﾀﾞｶ 

ｸﾛｸﾞﾜｲ(北海道を除く) 

ｼｽﾞｲ(東北) 

ｺｳｷﾔｶﾞﾗ(東北、関東・東

山・東海、九州） 

ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ(北海道) 

ｱｵﾐﾄﾞﾛ・藻類による表層は

く離(北陸を除く) 

移植後 7 日～ 

ﾉﾋﾞｴ 3 葉期 

但し、移植後 

30 日まで 

砂壌土 

1kg 

/10a 
1 回 

湛水 

散布 

全域の 

普通期及び 

早期栽培地帯 

2 回以内 

移植後 3 日～ 

ﾉﾋﾞｴ 3 葉期 

但し、移植後 

30 日まで 

壌土 

～埴土 

直 

播 

水 

稲 

水田一年生雑草 

及び 

ﾏﾂﾊﾞｲ 

ﾎﾀﾙｲ 

ｳﾘｶﾜ 

ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ 

ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ 

ﾋﾙﾑｼﾛ 

ｾﾘ 

ｲﾈ出芽揃～ 

ﾉﾋﾞｴ 3 葉期 

但し収穫 60 日前

まで 

砂壌土 

～埴土 
全域 

 

注 意事項 の変 更： 

［変更前］ 

● 本剤は雑草の発生前から生育初期に有効なので、ノビエの 3葉期までに、時期を失しないように散布す

ること。なお、多年生雑草は生育段階によって効果にふれが出るので、必ず適期に散布すること。ホタ

ルイ、ミズガヤツリ、ウリカワは 3葉期まで、ヘラオモダカは 2葉期まで、オモダカ、クログワイ、コ

ウキヤガラは発生始期まで、シズイは草丈 3cm まで、ヒルムシロは発生期まで、セリは再生始期まで、

エゾノサヤヌカグサは 2葉期まで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前が本剤の散布適期であ

る。 



● 散布の際は、水の出入りを止めて湛水状態(水深 3～5cm)のまま田面に均一に散布し、少なくとも 7日間

は入水、落水、かけ流しをせず、止水管理を行なうこと。ただし、田面が露出し、土壌表面に亀裂が入

るおそれがある場合は給水をおこなうこと。 

 

［変更後］ 

● 本剤は雑草の発生前から生育初期に有効なので、ノビエの 3葉期までに、時期を失しないように散布す

ること。なお、多年生雑草は生育段階によって効果にふれが出るので、必ず適期に散布すること。ホタ

ルイ、ミズガヤツリ、ウリカワは 3葉期まで、ヘラオモダカ、エゾノサヤヌカグサは 2葉期まで、オモ

ダカ、クログワイ、コウキヤガラは発生始期まで、シズイは草丈 3cm まで、ヒルムシロは発生期まで、

セリは再生始期まで、アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前が本剤の散布適期である。 

● 散布の際は、水の出入りを止めて湛水状態のまま田面に均一に散布し、散布後 3～4日間は通常の湛水状

態(水深 3～5cm)を保ち、散布後 7日間は落水、かけ流しはしないこと。また、入水は静かに行なうこと。 

 

 

以 上 


